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日
本
へ
の
私
費
留
学
生
の
入
国
再
開
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
留
学
生
の
多
く
が
日
本
に
入
国
で
き
な
い

状
況
で
、
日
本
で
の
入
学
許
可
を
得
た
多
く
の
外
国
人
留
学
生
が
入
国
待
ち
を
続
け
て
い
る
。 

 

一
方
で
、
主
要
先
進
国
や
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸
国
は
、
外
国
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
長
期
に
わ
た
っ
て
停
止
し
て
は
お

ら
ず
、
水
際
対
策
を
行
っ
た
上
で
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
続
け
て
い
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
日
本
へ
の
留
学
を
希
望
し
て
き
た
学
生
の
中
に
は
、
待
ち
き
れ
ず
日
本
へ
の
留
学
を
諦
め
て
、
他
の
ア
ジ
ア

諸
国
、
例
え
ば
、
中
国
や
韓
国
な
ど
に
行
き
先
を
変
更
す
る
学
生
も
出
て
き
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

日
本
の
大
学
へ
の
入
学
許
可
を
得
て
い
る
私
費
留
学
生
が
日
本
に
入
国
で
き
ず
に
、
待
ち
続
け
て
い
る
現
状
を
政
府
は
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。 

二 

令
和
三
年
九
月
末
で
緊
急
事
態
宣
言
は
全
国
で
解
除
さ
れ
た
。
こ
の
機
会
に
、
水
際
対
策
を
十
分
に
行
う
こ
と
を
条
件
と

し
つ
つ
、
私
費
留
学
生
の
入
国
を
再
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
如
何
。 

三 

私
費
留
学
生
の
入
国
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
国
費
留
学
生
に
つ
い
て
は
入
国
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
国
費
留
学
生



 

２ 

 

か
私
費
留
学
生
か
で
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
に
好
意
を
抱
い
て
い
た
留
学
生
た
ち
の
中
に

は
、
医
学
的
根
拠
に
乏
し
い
方
針
を
と
る
日
本
政
府
に
落
胆
し
、
日
本
に
失
望
し
て
い
る
も
の
も
い
る
。
政
府
は
、
留
学
生

に
対
し
て
、
我
が
国
の
感
染
症
対
策
を
的
確
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
医
学
的
根
拠
が
不
明
な
政
策
を
改
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


